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放課後子ども教室くるプレについて 

 

 

導入２年目となった令和５年度は７校で実施しています。各校のおおむね５～６割

の児童が利用登録をしており、毎日の利用者は全校児童数の１割程度となっています。 

活動場所は、拠点教室のほか、全学年の授業終了後は校庭や体育館を使用しています。 

 

 

 

【校舎内】               【校庭】 

ボードゲームやパズル、宿題など      ボール遊び、鬼ごっこ、遊具遊びなど 

令 和 ６ 年 ２ 月 ８ 日 

第２回総合教育会議 資料１ 

子ども家庭部子ども育成課 
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放課後子ども教室くるプレの導入については、現行の放課後子ども教室運営委員会や学

校関係者等と調整を行い、令和８年度までに下表の順で全小学校に導入します。 

 

給食調理室跡スペースの改修工事を行い、くるプレルーム（活動場所）として活用します。 

小学校敷地内にある西砂学童保育所を、くるプレルームを併設する一体型施設として

建て替えます。この学区は待機児童が多い状態が継続していることから、建替に合わせ、

学童保育所の受け入れ人数の拡大を図ります。なお、両事業の施設が合築されることか

ら、学童保育所とくるプレの運営は同一事業者に委託する予定です。 

特別支援学級の１室を工事により２室に分け、特別支援学級２学級で使用することで、

１教室をくるプレルームとして活用する予定です。 

 

多くの小学校では余裕教室がなく、活動拠点の確保についは学校に多大なご協力をい

ただいていますが、次年度以降の学級数や教育課程等によっては、同場所の継続使用は

困難であるとお聞きしている学校も複数あります。 

くるプレの認知度が高まり、登録数･参加数ともに増加しており、安全・安心な運営の

ためのスペースの確保が課題となっています。 

運営事業者は、条件付き一般競争入札で決定しており、複数の事業者が運営をしてい

ます。また、学校の地域特性や地域団体の関わり等の状況も異なるため、学校によって

運営やサービス内容に差が生じないよう、密に現場を把握しながら、実施水準の確保と

質の向上に努める必要があります。 


